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１ アンケートの概要 

(1) 目的 

広島市水道局では、水道モニターの方を対象に、水道事業に対する認識度を調査するとと

もに、ご意見・ご要望をお聞きするために、年３回のアンケートを実施しています。 

この度、第２回目のアンケートを実施しましたので、集計結果を公表いたします。 

 

(2) 内容 

本市水道事業に対する意識調査及び各種取組に対する評価等 

 

(3) 対象 

広島市、安芸郡府中町・坂町に在住し、広島市の水道事業から給水を受けている満１８歳

以上(令和６年４月１日現在)の令和６年度広島市水道モニター９９名 

※ 平均年齢４９歳(令和６年４月１日現在)、男性３５名、女性６４名 

 

(4) 実施方法 

電子調査（インターネット利用） 

 

(5) 実施期間 

令和６年９月３０日（月）～令和６年１０月１８日（金） 

 

(6) 回収結果 

有効回収８２名（回収率８２．８％） 

（平均年齢５１歳（令和６年４月１日現在）、男性３１名、女性５１名） 
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２ アンケート結果 

Ｑ１ お名前 

Ｑ２ メールアドレス、住所、電話番号の変更 

Ｑ３ 給水装置（配水管分岐部分からじゃ口まで）についておたずねします。 

水道を止める止水栓はメーターボックスの中にあります。その場所はご存じですか。 

【回答者数 82名】 

○止水栓の位置を「知っている」と回答した方は７６％となっています。 

 

Ｑ４ 道路内にある配水管の分岐部分からご家庭のじゃ口までの給水装置は、お客さまの財産

です。ご存じですか。【回答者数 82名】 

○給水装置がお客さまの所有財産であることの認知度は４４％となっています。 

 

Ｑ５ 水道工事は、水道局の指定を受けた指定工事業者でなければできません。ご存じです

か。【回答者数 81名】 

○指定給水装置工事事業者制度についての認知度は６５％となっています。 

知っている

76%

知らない

24%

知っている

44%

知らなかった

56%
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Ｑ６ マンションやビルなどの貯水槽水道（受水槽や高置水槽のある給水設備）で、受水槽の

有効容量が 10ｍ3を超える簡易専用水道については、水道法によって、所有者または管理

者に毎年 1回以上の清掃及び検査が義務付けられています。ご存じですか。 

【回答者数 82名】 

○水道法による貯水槽水道の管理義務についての認知度は４０％となっています。 

 

Ｑ７ 受水槽の有効容量が 10ｍ3以下の小規模貯水槽水道について、法規制はありませんが、

簡易専用水道に準じた維持管理が求められています。ご存じですか。【回答者数 82名】 

○小規模貯水槽水道の維持管理についての認知度は１６％となっています。 

 

知っている

65%

知らなかった

35%

知っている

40%

知らなかった

60%

知っている

16%

知らなかった

84%
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Ｑ８ 本市では、計量法に基づき、水道メーターを定期的（８年以内）に新しいものに取り替

えています。ご存じですか。【回答者数 82名】 

○計量法の有効期限（８年）に基づくメーター取替えの認知度は３８％となっています。 

 

Ｑ９ 災害対策についておたずねします。 

地震などの災害に備え、水の確保のために普段からご自宅などで取り組まれていること

がありますか。（複数回答可）【回答者数 81名・回答数 114】 

○ご自宅で取り組まれている災害の備えは、「ペットボトル水等を購入し備蓄」と回答され

た方が７９％と最も多く、次いで「風呂の残り湯を溜める」が２７％、「水道水を容器な

どで保管する」及び「特にしていない」は１５％となっています。ペットボトル水等を保

管しているとの答えが圧倒的に多く、市販のボトル水を購入し備蓄することが、もっとも

身近な備えとなっている事がうかがえます。 

 

 

 

 

知っている

38%

知らなかった

62%

79%

15%

27%

15%

5%

ペットボトル水等を購入し備蓄

水道水を容器などで保管する

風呂の残り湯を溜める

特にしていない

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

64票

12票

22票

12票

4票

Ｑ１０ 「その他」 

・近くの公園に貯水槽があるという噂を聞き、真偽を確かめた。 

・非常時に水を入れる容器を準備している 

・雨水タンクを購入した。 

・レインセラーを設置している。 

・名水と言われている所の水をタンクに汲んで常時使っている。 

・給水車から水を運ぶ容器の準備 
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Ｑ１１ 災害発生時、大人一人の生命維持のために必要な飲み水は、１日３リットルとされて

います。ご存じですか。【回答者数 82名】 

○災害時の飲料水の確保について、大人一人の生命維持に必要な飲料水は、１日３リットル

であることの認知度は６８％となっています。 

 

Ｑ１２ 災害対策用の非常備蓄品（食料品など）は、一人あたり 3日分を用意しておくことが国

から推奨されています。その中の飲料水について、ご自宅で取り組まれている状況を選択

してください。【回答者数 81名】 

○家庭での飲料水の備えについては、「家族全員分を３日間分用意している」が１９％、「あ

る程度は用意している」が６４％で、あわせて８３％の方が家庭内に飲料水の備蓄をして

いると回答しています。 

 

 

Ｑ１４ 水道局では、災害による被害を最小限にとどめるため、水道施設について耐震化や土

砂浸水災害対策、バックアップ機能の強化など災害対策の充実に取り組んでいることを

ご存じですか。【回答者数 82名】 

○水道局が災害対策の充実に取り組んでいることの認知度は４９％となっています。 

知っている

68%

知らなかった

32%

家族全員の飲料

水を3日分用意

している

19%

3日分には足り

ないが、ある程

度の飲料水は

用意している

64%

特に用意して

いない

16%

その他

1%

Ｑ１３ 「その他」の災害に対する取組について思われること 

・西日本豪雨時に、友人の実家が１ヶ月断水だったと聞いたので、家族全員の飲料水

を 1ヶ月分用意している。 
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Ｑ１５ 水道局では、災害時に備えて様々な対策をとっていますが、次のうち、ご存じのもの

をお答えください。（複数回答可）【回答者数 81名・回答数 211】 

○災害時に備えた各対策の認知度については、「給水車の配備」が７４％と最も高く、次い

で「地震に強い水道管への取替」が３８％、「給水用ポリ袋の備蓄」が３７％となってい

ます。 

 

Ｑ１６ 今後、水道の災害対策を充実させるため、水道料金の値上げが必要になった場合、ど

のように思われますか。【回答者数 82名】 

○災害対策を充実させるための水道料金の値上げについては、「理解できる」「どちらかと

いえば理解できる」と回答した方が７９％となっており、災害対策を重要だと考えている

方が多いことがうかがえます。 

知っている

49%知らない

51%

16%

74%

37%

22%

38%

10%

19%

2%

28%

14%

消防局と連携した飲料水兼用型耐震性防火水槽の設置

給水車の配備

給水用ポリ袋の備蓄

配水池など施設の耐震化

地震に強い水道管への取替

災害拠点病院等への水道管の耐震化

水道施設の浸水災害対策

連絡管整備による浄水場系統間の相互融通

災害対応訓練の実施・参加

全て知らなかった

0% 20% 40% 60% 80%

13票

60票

30票

18票

31票

8票

15票

2票

23票

11票
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Ｑ１７ 「広島市水道事業中期経営計画」についておたずねします。 

本市水道事業の具体的な事業運営の内容を取りまとめた「広島市水道事業中期経営計

画」をご存じですか。【回答者数 82名】 

○本市水道事業の事業方針である「広島市水道事業中期経営計画」の認知度は１２％となっ

ています。 

 

Ｑ１８ Ｑ１７で「知っている」と答えた方におたずねします。どこでお知りになりました

か。（複数回答可）【回答者数 13名・回答数 14】 

○中期経営計画を知った場所については「水道局ホームページ」が６９％、「パンフレット」

が３８％となっています。 

 

 

理解できる

17%

どちらかと

いえば理解

できる

62%

どちらかといえば

理解できない

14%

理解できない

7%

知っている

12%

知らなかった

88%

69%

38%

0%

水道局ホームページ

パンフレット（「広島の水道」など）

その他

0% 20% 40% 60% 80%

9票

5票

0票

Ｑ１９ 「その他」の「広島市水道事業中期経営計画」を知った場所 

・なし（Ｑ１８でその他の回答なし） 
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Ｑ２０ 「広島市水道事業中期経営計画」の中で、特に関心があった項目を選択してくださ

い。（複数回答可）【回答者数81名・回答数179】 

○中期経営計画のなかで関心があった項目については、「水道施設の老朽化対策」が６３％

と最も高くなっており、次いで「水需要の動向」が３６％、「経営の状況」が２７％となっ

ており、水道施設の老朽化対策への関心が特に高いことがうかがえます。 

 

 

Ｑ２２ 水道事業説明資料についておたずねします。 

災害対策について記載した資料について、皆さまが感じられたことをお答えくださ

い。【回答者数 82名】 

○災害対策について記載した資料について、「とても参考になった」「やや参考になった」

と回答した方は９０％となっています。 

 

 

10%

36%

63%

27%

11%

19%

25%

9%

14%

9%

0%

中期経営計画の策定趣旨と位置付け

水需要の動向

水道施設の老朽化対策

経営の状況

主要施策

健全経営

お客さまサービス

目標管理

財政収支計画

特になし

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

8票

29票

51票

22票

9票

15票

20票

7票

11票

7票

0票

とても参考

になった

40%
やや参考

になった

50%

どちらとも

いえない

7%

あまり参考に

ならなかった

3%
参考にならなかった

0%

Ｑ２１ 「その他」 

・なし（Ｑ２０でその他の回答なし） 
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Ｑ２３ 家庭の水道のしくみについて記載した資料について、皆さまが感じられたことをお答

えください。【回答者数 82名】 

○家庭の水道のしくみについて記載した資料について、「とても参考になった」「やや参考

になった」と回答した方は９１％となっています。 

 

Ｑ２４ 「広島市水道事業中期経営計画」をご覧になって、皆さまが感じられたことをお答え

ください。【回答者数 81名】 

○中期経営計画について、「とても参考になった」「やや参考になった」と回答した方は７

６％となっています。 

 

Ｑ２５ Ｑ２２～Ｑ２４の質問で、「あまり参考にならなかった」・「参考にならなかった」

と回答された項目がある方は理由をお聞かせください。 

 

とても参考

になった

43%
やや参考

になった

48%

どちらとも

いえない

7%

あまり参考に

ならなかった

2%
参考にならなかった

0%

とても参考

になった

22%

やや参考

になった

54%

どちらとも

いえない

19%

あまり参考に

ならなかった

4%

参考にならなかった

1%

・あまり関心がないため。 

・計画のみを見せられ、御局がどのような回答を求めているのか理解できない。 

Ｐ１０の経営の効率化について、数字の記載はあるが年度及び期間の記載がないため、

意味をなしていない。 

Ｐ１０の財務体質の強化について、Ｐ４の平成３０年からの実績の表とＰ１４の収支計

画を比較してください。「企業債の収入」、「元金償還金」及び「企業債残高」を計算

してみても、文中の「企業債の借入額を抑制します」が何をもって抑制するといわれて

いるのか理解できません。計画の段階で抑制できていないことを経営計画として発表さ

れているということは、抑制しないのが広島市の方針なのだと理解しました。 

・文字数が多く、正確な情報が記載してあるのだと思うが、すみずみまで読もうという気

になれなかった。 
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Ｑ２６ 本市水道事業に関するご意見、ご要望、ご質問等がありましたら、ご自由に記入して

ください。（ご質問については、回答とともに後程記載します。） 

【災害・老朽化対策について】 

・災害対策が綿密に練られていることが今回の資料でわかりました。今後とも災害対策にご尽力

いただきたいです。 

・災害対策も大事だとは思いますが、できるだけ低廉な水道の供給をお願いしたいです。 

・近年の各種の災害・天災は関係機関の予測を超えた事柄が目立ち、水道事業はその中でもいつ

も最優先事項と感じます。災害時はその規模や状況により各種インフラの復旧には差がありま

すが優先度はいつもおおむね変わらないと感じ、被災時の必須事項としては通信・電力は勿論

ですが、究極は飲料水かと思います。勿論いつ起こるかわからない、当然一気に万全の設備整

備は出来ない、よって可能な目標を立て日々の取り組みしかない、このことは事業計画に書か

れているとおりと思います。私は一般市民であり水道関連・事業・整備のことはよくわかりま

せんが、自治体として取り組んで頂ける専門部門の方々へ期待をしつつ、可能な協力をするこ

とが役目と感じています。 

・近年災害の頻度も規模も増してきており、心配や不安が大きくなっています。飲料水は最も必

要なもののひとつですので、各自準備するのはもちろん、水道が止まった場合、必要な地区に

早急に至急してもらえる体勢を整えておいてほしいと思っております。給水車がいつどこに来

るのか、どのように情報を得ることができるのかも知りたいです。 

・いつも美味しい水を提供していただきありがとうございます。上水道は命をつなぐ大切なライ

フラインです。空気のように蛇口をひねれば水が出て来ることが当たり前の生活となって居る

のは水道設備を維持管理されて居る皆さんのおかげで有ることに感謝しています。先日の福島

町での下水道の工事における陥没事故には驚きましたが、災害対策の取り組みを地道に行われ

て居ることも理解できました。同じく上水道に置いても物理的な配管が無ければ供給出来ませ

んが、それらも老朽化が進み耐震化対策が必要ですが、市民には余り伝わって来て居ないと感

じています。工事の計画や必要性について市民と市政を通じて周知啓発活動を行なって頂けれ

ばと思いました。 

・先日、西区福島町で発生した道路陥没事故を踏まえ、工事にあたっては事前調査を重ねるなど、

慎重にお願いいたします。 

・実際に災害は起きてみないと分かりませんが、恐らく想定外のことがたくさん起きるのではな

いかと思いますが、充分以上に対策はとっていただきたいです。 

・自分の住んでいる東区も、水道管が整備されてからの年数も経ち、老朽化と数年前の豪雨災害

の被害もあり、これからどの様に対策されるのか、また老朽化した菅の中の水の安全など、気

になる点は色々あります。これからも、安全な水の管理をお願いします。 

・大災害を想定した時、水に対する事が一番心配でした。既に耐震の建物や水道管などへの交換

を実施している事について安心したと同時に個々の準備もきちんとしないといけないと感じま

す。給水ポイントの場所確認をしましたが近くにないので不安でした。ポイントが近くない場

所には優先して給水車が来てくれると良いと思いました。 

・災害時に備えて何らかの取り組みをされているであろうとは思っていましたが、詳しく知る事

が出来たので、安心できました。災害は起きないにこした事はないのですが、毎年各地で未曾

有の自然災害が起きているので、充分過ぎる備えや対策を今後も徹底していただきたいと思い

ます。また今回のアンケートとは直接関係ないのですが、先日西区で水道工事による事故があ



 

- 11 - 

りましたので、原因解明や、そのような時の復旧や市民に対する早急な支援、対策を市や水道

事関連事業など一丸となって進めていただきたいと思います。 

【水道事業全般について】 

・いつも美味しい水をありがとうございます。 

・今後も安心、安全な事業を継続していただきたい。 

・水道の管理の範囲、災害対策などで知らないことがあったので参考になりました。 

・日々水道事業に関して努力されていることが良く分かりました。今後ともよろしくおねがいし

ます。 

・広島市水道事業中期経営計画を見て良い取り組みや未来について考えられていることに関心し

た。とりわけ、耐震については何故今まで行っていなかったのか？と感じた。又、社会貢献活

動の推進など、もっと市民にアナウンスしてもよい内容であったと思う。 

・水道使用量と料金のお知らせは、希望者にはアプリやメール通知にしたらいいと思います。ペ

ーパレス化は着手されていることと思いますが、さいたま市のようにすでに実施している市も

ありますし、電気やガスと比べてもデジタル化の推進が遅れている印象を受けます。 

・水道料金を値上げすることがないよう、維持管理に注力してください。 

・水道と言っても上水道と下水道があり、両方の兼ね合いを見ながら広島市がきれいな水を作る

ための努力はわかる。先日の、西区の破裂事故については上水道下水道、両方の協議がなされ

て今後、の方針をよく練りあってから進んでいくようにと思う。 

・先端の設備、対策、運営をされていると思います。安心して利用できる水道と思います。 

・これからも水道事業の経営の安定化や災害に対しての対策をお願いいたします。水は私たちの

命です。よろしくお願いいたします。 

・夏場になると水道水がおいしくないと感じます。より良い品質の供給をお願いします。 

・自宅の水道管理については詳しく知らなかったので勉強になりました。災害対策について自分

たちもペットボトルや水道水の備蓄など日頃からの準備を心がけて行動したいと思いました。 

・今回の資料は知らないことがたくさんあり、大変勉強になりました。特に企業であるという点

は驚きでした。現在は黒字のようでしたのでひとまず安心しましたが、（将来的に人口や需要の

減少でインフラが維持できなくなったらどうなるのだろう）とかなり不安にもなりました。現

在、過疎化や限界集落となっている地域の水道はどうなっているのでしょう。そういう地域で

の対策や現状がわかれば、最悪（水道のない生活）への不安も少しは軽減されると思います。

広報誌で特集組んでいただければありがたいです。 

・今回の資料を読んで、普通に暮らしていたら知らなかったことがたくさんあり大変勉強になり

ました。既に子供らは成人しておりますが、これからの子供たちに、自分たちが生きて行く為

に必要な水について、学校などで少しずつでも学ぶ機会があったら良いと思いました。水道の

大元となるところもですが、せめて自分の家の水道について、こうなったらどうしたら良いか、

適切な依頼の仕方、業者に騙されない為には…など、いざというときどうすれば良いのかを知

っておくことは大切だと思った。例えば実家など、築年数の古い建物の場合、水道管の老朽化

も心配だし、年をとってからの対応も難しくなると思われます。そのあたりもなにか早くから

できる対策が必要ではないかと思います。（昨今話題になっている年寄りを狙った悪徳業者に騙

される…みたいなことが懸念されます。）突然の漏水などは多分慌てる人が大半だと思う。その

あたりのアドバイスなどを含めた広報もしていただけたら嬉しいです。 

・人口減少による収入減、水道関連施設の老朽化に加え、災害対策にかかる費用も増加し、経営
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が厳しくなっていることがわかりました。これらの現状を、消費者に見える化をもっと進めて

いった方が良いのかなと思いました。・水道料金のお知らせをネットで見れるようにして欲しい

です。（電気、ガス料金のように）今後ともよろしくお願いいたします。 

・我が家は築 30年のマンションなので 良い水道水を飲んでいるか 心配になりました。理事会

で話し合いたいと思いました。 

・安全な水が安定して手に入りありがたいです。いつもありがとうございます。 

・水道事業が、（万が一ですが、外国資本が入ってきたら困るので）今の健全な状態で維持継続で

きるよう運営していただけるとありがたいです。当たり前に、問題なく水道水が使えているこ

とに感謝しています。本当に、ありがとうございます。 

・安全な水の供給に尽力されていることに感謝します。 

・社会保険料を始め すべての物価が値上がりする中 ありがたいことに 水道料金は今のとこ

ろ 他都市は値上がりしても 広島市は優等生であると思います． 我々 高齢者は 昔のこ

とを思い返しながら生活の知恵を働かせて 節水に努めております。どうかこれ以上 水道料

金が値上げしないように 切に要望いたします 

・水道事業の内容がこれまで思っていたものより広範囲にわたっておりとても重要な事業だと思

いました。資料を読み知らないことも多かったです。今後、災害、人口減少による事業は継続

の困難が考えられます。が、公共の事業として進めていってほしいと切に思います。広島市の

事業として他の市町村とも連携してお願いしたいです。市民への啓発活動が大事で私も身近な

ところから話していきたいと思います。夏に源流の森見学に参加しました。とてもよい見学で、

講座のお話もとてもよく森を育てることが大事だと思いました。少しずつ行動に移しています。 

【広報について】 

・資料の字体やデザインをもっと読みやすい、親しみやすいものにするといいと思います。 

・このアンケートを回答するにあたって初めて知ったことも多いので、様々な媒体で情報発信し

ていただけると助かります。 

・水道について知らないことが多い。 

・水道の大切さについて、イベントなどの体験型でもっと市民にアピールし、特に、災害時を想

定して各家庭ができる準備を自覚できるように広報して欲しい。 

・広島市の資料のフォーマットに古さを感じます。他の地方自治体の資料をチェックしたりはさ

れないのでしょうか。昔からの資料に今年のものを載せているだけの資料作成では「気づき」

はなかなか得られず、ただの「作業」になっていないでしょうか。今回のアンケートにお答え

するにあたり、深谷市の「公営企業会計の仕組みについて」を参考にさせていただきました。

たいへん参考になりました。広島市の経営計画は、「市民に理解してもらいたい」ではなく「出

しました」「やってますよ」の資料だと感じました。１８歳の成人がわかる資料作りをお願いい

たします。 

【その他】 

・我が家は築４６年で水道、ガス管とも初期設置のままですので住民同様にかなりの老化が進ん

でいると思われます。南海トラフ等の報道を見ると、とても不安になります。市道の水道管は

定期的か異常があれば交換修理されますが、敷地内のパイプは個人財産らしいので交換修理は

全て個人負担ですし、埋設してあるパイプの交換は、かなりの高出費だと思います。ライフラ

インの維持は必要不可欠ですが高齢者には大きな負担となります。行政に於いて築年数に応じ

た補助金の申請制度を希望致します。 
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・先日、吉和の太田川水源の森へ連れて行ってもらったが、山林が適切な伐採をなされていない

気がした。素人考えかもしれないが、日本の山は荒れ果てている。林業は結果が早く出ないか

ら、若者に人気がない。そこが自然災害に見舞われる一因となっているのではないかと考える。 

 

アンケートでいただいたご質問と回答 

質問 回答 

日本の状況はわかりました

が、諸外国ではどのようにな

っているのでしょうか？  

日本と諸外国では気象条件が異なるため、一概に比較はできま

せんが、一例として、台湾は日本と同様、台風と地震による被災

が多くなっています。そのため、台風対策、地震対策、非常時の

給水システムの確立など、自然災害に対して強靭な水道事業体制

を構築する計画を策定し、整備を行っているとのことです。 

【参考】 

日本水道協会の国際活動の紹介 

http://www.jwwa.or.jp/jigyou/kaigai_01.html 

Ｑ4【道路内にある配水管の

分岐部分からご家庭のじゃ口

までの給水装置は、お客さま

の財産です。ご存じです

か。】は、『敷地内メーター』

から蛇口までではないです

か？ 

 道路内にある配水管は水道局が設置し、維持管理を行っていま

す。この配水管からご家庭に引き込む管や器具は給水装置とい

い、個人や企業が費用を負担し、設置しており、お客さまの財産

となります。 

 なお、給水装置の維持管理や修理にかかる費用についても、原

則所有者や共同使用者の負担となりますが、道路上でお客さまが

修理を行うことは、時間が多くかかり、二次災害の発生にもつな

がります。このため、道路上の水道に関する修理は水道局が費用

を負担し、行っています。 

 また、敷地内で水道メーターまでの自然漏水についても、水道

局が一部費用負担し、修繕を行うことができますので、お近くの

水道局管理事務所にご相談ください。 

災害時に貯水槽水道の貯水槽

に水が残っていた場合、使え

ますか？使う方法はあります

か？ 

・衛生面について 

 貯水槽の水は、災害による水槽内の滞留、天候や温度など様々

な要因により、残留塩素濃度が低下し、次第に飲用として適さな

くなります。 

 水の色やにおいに違和感がある場合は、飲用に使用せず、トイ

レや消火等の雑用水としてご使用ください。 

 災害時飲用水の確保については、日頃から水道水のくみ置きを

準備しておくことをおすすめします。 

・使う方法について 

 電気が使える状況であれば、送水ポンプが動くので通常どおり

お使いいただけますが、停電時は、水槽天井にある蓋を開けてホ

ースや容器を使って取り出すことが直感的にわかりやすいと思わ

れます。ただし、蓋は通常、南京錠等の鍵がかかっているため、

管理者に連絡する必要があります。 
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